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1. 国 と県 の 口蹄 疫 の検 証 と対 応

2010年 に宮 崎 で発 生 した 口蹄 疫 で は約 29万頭 の家 畜 が犠

牲 とな り 2,350億 円 に の ぼ る経 済被 害 が発 生 した｡2000年 に

引 き続 き 2回 目の発 生 で あ る｡ 平成 22年 11月 に 出 され た農

林 水 産 省 の 口蹄 疫 対 策 検 証 委 員 会 は報 告 書 (口蹄 疫 対 策 検 証

委 員 会 2010)で ,今 回 の拡 大 の背 景 に は ,戦 後 一 貫 して進 め

られ て きた輸 入 飼 料 に依 存 した 規 模 拡 大 政 策 が あ り,農 場 の

大 規 模 化 と と もに , 狭 い範 囲 に多 数 の家 畜 を飼 育 す る ｢密 飼

い ｣ が行 われ る よ うに な った こ と,規 模 に 見合 った 防疫 体 制

が と られ て い な か った こ とを あ げ て い る｡ま た 同報 告 書 に は ,

宮 崎 県 の 平成 21年 度 家 畜飼 養 頭 数 は 肉用 牛 が 297,900頭 で全

国 第 3位 ,豚 が 914,500頭 で全 国 第 2位 (ブ ロイ ラー は全 国

第 2位 ) で あ り,家 畜保 健 衛 生 所 の獣 医 師 - 人 当た り管 理 頭

数 (家 畜衛 生 単位 U,午 :豚 :鶏 -1:0.2:0.01)と管 理 農 家 戸数 は ,

全 国平 均 が そ れ ぞ れ 4,244U/人 ,52戸/人 で あ るの に対 し,宮

崎 県 は 15,342 U/人 (全 国 平均 の 3.6倍 ),246戸/人 (全 国平

均 の 4.7倍 ) で あ り, どち ら も全 国 で最 も高 い こ とが示 され

て い るO

宮 崎 県 は 2011年 7月 と 8月 に,生 産 者 団 体 ･関係 諸 団体 代

表 と学 識 経 験 者 に よ る ｢家 畜 の適 正 飼 育密 度 等 に 関す る意 見

交 換 会 ｣ を 2回 開催 し, 防疫 ･生 産 性 向上 ･環 境 - の配 慮 と

ともに ア ニ マ ル ウェル フ ェ ア- の対 応 につ い て の検 討 を行 っ
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た｡ 宮 崎 県 農 政 水 産 部 畜 産 ･口蹄 疫 復 興 対 策 局 の試 算 した 肉

用 牛 と豚 の飼 育 密 度 に 関す るデ ー タ を示 し,牛 を豚 10頭 と し

て換 算 した豚 1頭 当 た り平 地 面積 は 479m2で ,全 国 一 の過 密

飼 育 とな っ て い る こ とを 明 らか に した ｡ 農 林 水 産 省 平 成 22

年 畜 産 統 計 (平 成 22年 2月 1日調 査 )に も とづ き家 畜衛 生 単

位 で試 算 した 畜 産 産 出額 全 国 上位 5県 の 平 成 22年 家 畜 飼 育密

度 を表 1 に 示 した ｡ 平 地 面 積 当 た り家 畜 衛 生 単 位 は 全 国 が

0.76U/ha で あ る の に 対 し宮 崎 県 は 3.88U/ha で , 全 国 平 均 の

5.1倍 で あ る｡ 表 に は示 さな か っ た が , 今 回 の 口蹄 疫 発 生 中

心 地 域 は 5.59U/haで 全 国 平 均 の 7.4倍 の 家 畜 飼 育 密 度 で あ っ

た｡

意 見 交 換 会 に 出席 した 生 産 者 団 体 代 表 な どか ら出 され た 意

見 は , 宮 崎 県 は 畜 産 地 帯 で あ る か ら飼 育 密 度 が 高 い の は 当然

で , 適 正 な飼 養 密 度 を超 え て い る こ とを意 味 す る もの で は な

い , 家 畜 防 疫 , 生 産 性 , 持 続 可 能 性 の観 点 か ら必 要 とな る施

設 ,飼 養 管 理 シ ス テ ム を構 築 し実 践 して い く こ とが 重 要 で あ

る な どで あ っ た｡ 生 産 者 の 一 人 か らは ,飼 育 頭 数 を減 ら した

ら粗 収 入 が減 っ た が利 益 は変 わ らな か っ た とい う経 験 が 話 さ

れ た｡ ま た , 消 毒 を定 期 的 に行 うよ うに な っ て 病 気 の発 生 は

減 っ た , 消 毒 さえ き ち ん と行 え ば病 気 の発 生 は 防 げ るか ら,

正 常 な行 動 を発 現 させ る な どの ア ニ マ ル ウェル フ ェ ア - 取 り

組 む 必 要 は な い な どの意 見 が だ され た ｡ そ の議 論 を も とに復
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興 対 策 推 進 課 は ｢家 畜 の適 正 な飼 養 管 理 に 関す るガ イ ドライ

ン｣ を策 定 し,2011年 12月 に公 表 した (宮 崎 県 農 政 水 産 部

2011)｡ - 表 1

2.飼 育 密 度

飼 育密 度 は家 畜 1頭 当た りの 占有 面積 あ るい は 単位 面積 当

た りの飼 育頭 数 で あ る｡ 地 域 内飼 育密 度 は ,環 境 汚 染 と防疫

の観 点 か ら問題 とな る｡ 宮 崎 県 内 の家 畜飼 育密 度 の 高 い 地 域

で の調 査 で は , 地 下水 ,湧 水 , 河 川 水 中硝 酸 態 窒 素濃 度 が ,

水 質 基 準 に 関す る省 令 (平成 15年 5月 30日厚 生 労働 省 令 第

10 1号 )に よ り定 め られ た水 道 水 水 質 基 準 10ppm/Lを上 回

る地 域 が あ る こ とが報 告 され て お り (武 藤 ら 1998 ;杉 本 ら

1998;豊 満 ら 2003),環 境 汚 染 は深 刻 な状 態 とな っ て い る こ

とが 明 らか に され て い る ｡ ま た今 回 の 口蹄 疫 感 染 拡 大 は,殺

処 分 す る家 畜 を埋 却 す る土 地 の確 保 が遅 れ た こ とが 大 き な要

因 の一 つ とな った (宮 崎 県 口蹄 疫 対 策 検 証 委 員 会 2011)｡2012

年 9月 に家 畜伝 染 病 予 防 法 が 改正 され ,飼 養 衛 生 管 理 基 準 で

埋 却 地 の確 保 と飼 育密 度 を含 む飼 養 状 況 の年 1回 の報 告 が義

務 づ け られ た｡

畜 舎 内飼 育密 度 は家 畜 の行 動 と生 産 に大 き な影 響 を与 え る

物 理 的環 境 要 因 で ,熱 環 境 と家 畜 の社 会 的 環 境 に影 響 を及 ぼ

す (三村 ･森 田 1994)｡ 飼 育 密 度 は家 畜 の産 出す る体 熱 や 行
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動 変 化 に よ り, 温 熱 環 境 を変 化 させ る要 因 とな り, ま た社 会

的順 位 に基 づ く闘争 行 動 や そ の他 の行 動 に大 き な影 響 を与 え

る｡ 高 い飼 育密 度 は温 熱 環 境 を悪 化 させ , 闘争 行 動 を激 化 さ

せ る と ともに採 食 行 動 を抑 制 し, 家 畜 に ス トレス を与 え, 坐

産 性 を全 体 と して低 下 させ る｡ ス トレス時 に分 泌 され る副 腎

皮 質 ホル モ ンは免 疫 機 能 を低 下 させ て感 染 症 - の感 受 性 が 高

ま り, 病 気 の 多発 や 突 然 死 を招 く (Biondi･Zannino1997)0

3.ア ニ マ ル ウ ェル フ ェア に対 す る世 界 と 日本 の 取 り組 み

ウェル フ ェア は望 み に沿 って 生 活 す る こ とを意 味 し,健 康

で ,幸 福 で ,安 楽 な状 態 を指 す 言 葉 で あ る｡ 1964年 にイ ギ リ

ス人 女 性 RuthHarrisonが 著 書 '-AnimalMachineH (Harrison

1964) にお い て , 家 畜 は食 肉変 換 機 とい う名 の生 き物 機 械 に

す ぎな い と して 工 業 的 畜 産 を批 判 し,密 飼 い の虐 待 性 と薬 物

投 与 に よ る畜産 物 汚 染 を告 発 した こ とか ら, ヨー ロ ッパ を 中

心 に ア ニ マ ル ウェル フ ェア に対 す る認 識 が 高 ま り,世 界 的 な

取 り組 み に発 展 して い っ た (weerd･Sandilands2008)｡ この

本 の 出版 直 後 にイ ギ リス政 府 委 託 の科 学 者 に よ る技 術 諮 問委

員 会 (ブ ラ ンベ ル 委 員 会 )が家 畜 飼 養 の 実 態調 査 を行 い ,1965

年 に報 告 書 (Brambel1965) で ,動 作 にお け る 5つ の 自由の

保 障 ,す な わ ち楽 に 向 き を変 え る こ とが で き , 自分 で 毛 なみ

を整 え る こ とが で き, 起 き上 が り,横 た わ り, 四肢 を伸 ばせ
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る こ とを勧 告 した｡ ま た , 哲 学 者 の ピー ター シ ン ガ ー は , 人

間 に よ る動 物 支 配 と動 物 虐 待 を種 差 別 で あ る と して批 判 し,

動 物 は 平 等 に配 慮 され る権 利 が あ る と主 張 し, 工 場 畜 産 と動

物 実 験 を批 判 した (Singer1975)｡ Nierenberg(2006)お よび

Nierenberg(2008)は ,BSE･鳥 イ ン フル エ ンザ な どの感 染 症 発

生 と拡 大 は 工 場 式 畜 産 が 元 凶 で あ る と, そ の 実 態 を告 発 して

い る｡

1979年 に イ ギ リス 政 府 に よ り設 立 され た 飼 養 動 物 福 祉 委

員 会 (FAWC:FarmAnimalWelrareCouncil)は , ブ ラ ンベ ル

委 員 会 報 告 の勧 告 を発 展 させ ,5つ の 自由 (FiveFreedoms)

を示 した｡ す な わ ち

1.飢 え と乾 き か らの 自 由 一 十 分 な健 康 と活 力 に必 要 な飼

料 と水 を摂 取 す る権 利 の保 障

2.不 快 か らの 自由 一 快 適 な休 息 場 所 と各 種 の環 境 ス トレ

ッサ - を避 け るた め の施 設 を備 え た 適 切 な環 境 の提 供

3.痛 み ,損 傷 ,疾 病 か らの 自由 - これ らの 予 防 と迅 速 な

処 置

4.正 常 な行 動 を発 現 す る 自由 一 十 分 な飼 育 ス ペ ー ス と設

備 な らび に 同種 の 仲 間 の提 供

5.恐 怖 と苦 痛 か らの 自由 一 精 神 的 苦 悩 を 回避 す る条 件 の

整 備 と措 置
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で あ り, そ の 後 の ア ニ マ ル ウェル フ ェ ア にお け る基 本 原 則 と

な っ て い る｡

EU は 1978年 に農 業 目的 で使 用 され る動 物 の保 護 に 関 す る

欧 州 協 定 を締 結 し, ア ニ マ ル ウ ェル フ ェ ア に対 す る取 り組 み

を強 め (Veissierら 2008), 1998年 に は農 業 目的 で保 持 され

る動 物 の保 護 に 関す る理 事 会 指 令 で ,適 切 な 管 理 人 員 の 配 置 ,

最 低 1日 1回 の観 察 点 検 治 療 ,行 動 の 自由 の確 保 , 良好 な健

康 状 態 を維 持 で き る飼 養 管 理 な どを 定 め た｡ ま た , 家 畜 別 理

事 会 指 令 で ,子 牛 の 単 飼 禁 止 ,繋 ぎ飼 い の禁 止 ,鼻 環 の禁 止 ,

群 飼 で の 体 重 別 1頭 当 た り面積 等 ,豚 で は 繋 ぎ飼 い の禁 止 ,

分 娩 時 を 除 く妊 娠 豚 の群 飼 育 の義 務 化 な ど, 採 卵 鶏 で は 断 塀

の禁 止 ,バ タ リー ケ ー ジ飼 育 の 2012年 以 降 禁 止 な どを 定 め て

い る (植 竹 2004)｡

国 際機 関や 諸 団 体 に よ る ア ニ マ ル ウ ェル フ ェ ア に対 す る取

り組 み が 進 め て い る｡ 国 際 獣 疫 事 務 局 (OIE) は , ア ニ マ ル

ウェル フ ェ ア の 基 本 原 則 と して (OIE2011),

･動 物 の健 康 とア ニ マ ル ウェル フ ェ ア は密 接 に 関係 して い

る

･ 5つ の 自 由 が ア ニ マ ル ウ ェル フ ェ ア に とっ て価 値 あ る ガ

イ ドライ ン で あ る こ とは 国 際 的 認 識 で あ る

･動 物 の利 用 に は ,実 行 可 能 な最 大 限 の範 囲 で , ア ニ マ ル

ウ ェル フ ェ ア を保 証 す る倫 理 的 責 任 が伴 う
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･家 畜 の ア ニ マ ル ウェル フ ェ ア の 改 善 が 生 産 性 ,食 品 の 安

全 性 そ して 経 済 的 利 益 に つ な が る

な どを あ げ て い る｡ま た ,国 際 食 品規 格 委 員 会 (c o D E X)

は , 有 機 的 家 畜飼 育 で の ア ニ マ ル ウ ェル フ ェ ア に 関す る項 目

と して , 除 角 ･断 尾 ･抜 歯 の禁 止 , 自 由行 動 , 病 気 予 防 , 十

分 な水 と飼 料 の 給 与 ,畜 舎 構 造 ,輸 送 方 法 ,繋 ぎ飼 い の禁 止 ,

ス トレス と痛 み の な い 屠 殺 方 法 な どを規 定 して い る｡ 英 国 王

立 動 物 虐 待 協 会 (RSPCA:RoyalSociety for Prevention or

CrulitytoAnimals)は イ ギ リス 国 内組 織 で , ア ニ マ ル ウ ェル

フ ェ ア 畜 産 農 場 認 証 制 度 を実 施 し,認 証 され た 農 場 で 生 産 さ

れ た 畜 産 物 は Freedom Food の ラベ ル を付 して販 売 され て い

る ｡ 世 界 動 物 保 護 協 会 (wspA :World Society for the

ProtectionofAnimals)は , ア ニ マ ル ウェル フ ェ ア 実 現 の た め

に活 動 して い る世 界 150カ国 以 上 の 850を超 す 任 意 団 体 との

連 合 組 織 で あ る｡ FA士(FoodAnimallnitiative) は 生 産 者 が 中

心 と な っ て 設 立 され た 団 体 で , オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 農 場

(425 ha) を拠 点 と して 牛 ･豚 ･ヒツ ジ ･鶏 な どの 家 畜 を飼

育 し, ア ニ マ ル ウェル フ ェ ア 生 産 シ ス テ ム に 関 す る研 究 ･教

育 ･訓 練 を ,MacDonald-sEuropeや TESCO の 資 金 援 助 を受 け

て行 っ て い る｡ WSPA は FAIと共 同 で , ブ ラ ジル と中 国 に お

い て ア ニ マ ル ウェル フ ェ ア モ デ ル 農 場 プ ロジ ェ ク トを実 施 し,

中 国政 府 - の 法 律 整 備 の た め の助 言 を行 っ て い る｡ ま た ア メ
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リカ で は , 全 米 鶏 肉 協 議 会 が 動 物 福 祉 ガ イ ドライ ン を策 定 す

る な ど各 生 産 者 団 体 が飼 養 管 理 の ガ イ ドライ ン を 定 め て い る

(Mench2008)｡

日本 で は , 社 団 法 人 畜 産 技 術 協 会 が ｢ア ニ マ ル ウェル フ ェ

ア に対 応 した 家 畜 の飼 養 管 理 に 関す る検 討 会 ｣ に お い て 平 成

19-22 年 度 に 日本 の 実 情 を踏 ま え た 家 畜 別 の ア ニ マ ル ウ ェ

ル フ ェ ア に対 応 した飼 養 管 理 の検 討 を行 い ,肉用 牛 ,乳 用 牛 ,

豚 ,採 卵 鶏 お よび ブ ロイ ラー の飼 養 管 理 指 針 を 平 成 23年 に ま

とめ た (畜 産 技 術 協 会 2011;田 中 2011)｡ま た 長 野 県 松 本 家 畜

保 健 衛 生 所 は 2006年 に｢家 畜 に も人 に も優 しい 畜 産 支 援 事 業 ｣

を 開 始 し,2007年 に飼 養 管 理 の評 価 基 準 を定 め て い る｡ま た

民 間 団 体 で は NPO法 人 地 球 生 物 会 議 (ALIVE)が ア ニ ウェル

フ ェ ア に 取 り組 ん で い る｡

4.ア ニ マ ル ウ ェル フ ェア と正 常 行 動

動 物 に は進 化 の過 程 で獲 得 して き た 遺 伝 的 に プ ロ グ ラ ム さ

れ た そ れ ぞ れ の 種 固 有 の行 動 様 式 と社 会 構 造 が あ る｡ 生 産 効

率 の み を追 い 求 め た 畜 舎 内 多 頭 数 飼 育 管 理 に よ り, 種 固 有 の

行 動 の発 現 が 妨 げ られ , 葛 藤 行 動 や 異 常 行 動 が 多 発 す る｡ 正

常 行 動 を発 現 で き る飼 養 管 理 をす る こ とが , 動 物 の ス トレス

を 減 ら し病 気 の 発 生 を 防 ぎ , 生 産 性 を 高 め る こ と と な る

(Kilgour1978;Swanson1995;長 谷 川 2002)｡ しか し, 宮 崎 県
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の ｢家 畜 の適 正 飼 育密 度 等 に 関す る意 見 交換 会 ｣ 出席 者 の発

言 が示 す よ うに, 5 つ の 自由の うち最 も理 解 され に く く取 り

組 み が難 しい の が 正 常行 動 を発 現 す る 自由で あ る｡ 正 常行 動

を理 解 す るた め に ,家 畜 が祖 先 種 か ら引 き継 い だ行 動 様 式 を

明 らか にす るた め の研 究 が行 われ て きて い る｡Kilgour(2012)

は , 牛 の正 常行 動 を知 るた め に,放 牧 行 動 に 関す る研 究 報 告

を検 討 し,行 動 レパ ー トリー は 40以 上 あ り,採 食 ,反 額 ,休

息 が 1日の 90-95%を 占め,採 食 行 動 は 日の 出 と 日没 に伴 う 日

内 リズ ム が あ る と報 告 して い る｡Hasegawa･Hidari(2001) も

同様 に ,昼 夜 放 牧 され た 育成 牛 の行 動 は採 食 が 34%,反額が

28.7%,休 息 が 31.8%で ,採 食 行 動 に は 日内 リズ ム が あ る こ と

を報 告 した｡ 家 畜豚 は そ の採 餌 行 動 と空 間記 憶 に祖 先 種 の行

動 様 式 を保 持 して い る (Heldら 2005)｡ 田中 ら (2008) は 肉

用 豚 の行 動 を放 牧 と舎 飼 い で比 較 し,放 牧 区 は舎 飼 区 よ りも

有 意 に採 食 行 動 割 合 が 高 く,休 息 行 動 割 合 が低 く,ル ー テ ィ

ン グ をふ くむ 探 索行 動 が 多 く, 増 体 は 両 区 間 に差 は な か った

こ とを報 告 した｡ これ らの研 究 を基 礎 と して ､ さ らに畜 舎 内

飼 育 で正 常行 動 を発 現 させ るた め の飼 育 管 理 につ な が る試 験

研 究 が必 要 で あ る (Barnett2007)｡

5. 日本 と宮 崎 に お け る これ か らの 取 り組 み
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2011年 に農 林 水 産 省 は , ｢酪 農 及 び 肉用 牛 生 産 の近 代 化 を

図 るた め の基 本 方 針 ｣ を発 表 した｡ この な か で ｢口蹄 疫 の発

生 は我 が 国 の 畜 産 を揺 るが しか ね な い 事 態 ｣で あ り,｢生 産 の

あ り方 を根 本 的 に 考 え直 ｣ し, 政 策 を転 換 す る必 要 が あ る と

し, 輸 入 飼 料 - の依 存 体 質 か ら脱 却 した 自給 飼 料 有 効 活 用 に

よ る持 続 可 能 な 酪 農 及 び 肉用 牛 生 産 - の 転 換 を打 ち 出 して い

る｡ ま た , 黒 毛 和 種 生 産 で の脂 肪 交 雑 重 視 が 輸 入 飼 料 主 体 の

濃 厚 飼 料 - の依 存 度 を 高 め る こ と とな っ た と し, 地 域 の飼 料

資 源 を活 用 した 品 種 特 性 に応 じた 生 産 の推 進 を 打 ち 出 して い

る｡

宮 崎 県 は 口蹄 疫 か らの 再 生 ･復 興 に 向 け た検 討 課 題 と して ,

生 産 性 の 向 上 , 生 産 コス トの低 減 , 販 売 価 格 の 向 上 , 家 畜 伝

染 病 の 感 染 リス ク の 低 減 を あ げ , ガ イ ドラ イ ン と して 肉 用

牛 ･豚 ･乳 用 牛 の 1頭 当 た りの 畜 舎 内必 要 面 積 を示 した｡ 防

疫 体 制 の 強 化 , 畜 産 経 営 再 開 支 援 , 埋 却 地 の 環 境 対 策 , 地 域

振 興 対 策 な どを掲 げ て い る が ､ 高 い 県 内飼 育 密 度 につ い て は

口蹄 疫 感 染 拡 大 の 直 接 の 要 因 で は な い と して い る (宮 崎 県 農

政 水 産 部 2011)｡ 宮 崎 県 の 放 牧 実 施 戸 数 割 合 (農 林 水 産 省

2010)は ,乳 用 牛 で は全 国 平 均 が 30.6%で あ る の に対 し 0.3%,

肉用 牛 で は 全 国 平 均 が 12.7%で あ る の に対 し 1.4%で あ る (農

林 水 産 省 2010)｡ ま た , 過 疎 市 町 村 が 県 面積 の 56%を 占め ,

耕 作 放 棄 地 は 2,907haに 上 っ て い る (農 林 水 産 省 2009)｡ 宮

ll



崎 県 は森 林 率 が 76.2%と高 く,林 業 産 出額 は全 国第 4位 で ,

素材 生 産 量 は全 国第 2位 で あ り,平成 21年 で 1,380haが造 林

され ,9,170ha が 除 間伐 され て い る (宮 崎 県 2011)｡ 大 久保

(1996)は草 地 林 地 輪 換 シ ス テ ム を提 言 してお り,杉 本 (2002)

は宮 崎 県 諸 塚 村 で の林 畜複 合 シ ス テ ム の事 例 につ い て報 告 し

て い る｡ 宮 崎 県 は 平 地 面積 の少 な い県 で は あ るが ,耕 作 放 棄

地 ,幼 齢 造 林 地 や 未 植 栽 地 - の放 牧 な どを推 進 して い く こ と

で 地 域 飼 育 密 度 を低 くす る こ と は 可 能 で あ る｡ Halweil と

Nierenberg (2008) は , 持 続 可 能 な伝 統 的 生 産 方 式 の方 が 工

場 式 畜産 よ りも生 産 性 は 高 く, 動 物 を穀 物 中心 の飼 養 場 か ら

大 地 に戻 す こ とが 工 場 式 畜 産 の 改 善 とな る こ とを, 実 例 を挙

げ て述 べ て い る ｡ 自給 飼 料 を基盤 と して ､ ア ニ マ ル ウェル フ

ェ ア に配 慮 した ､動 物 が そ の種 固有 の行 動 を発 現 で き るス ト

レス の少 な い飼 養 管 理 に よ り､精 神 的 ･身 体 的 に健 康 な家 畜

を育 て る こ とが ､ 消 費 者 が 望 む健 康 に 良 くて お い しい 高 品 質

の畜 産 物 を生 産 す る こ と とな り､低 コス ト高収 益 畜 産 経 営 を

もた らす の で あ る｡
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表 1.畜産産出額全国上位 5県の平成 22年家畜飼育密度 (家畜衛生単位当たり面積)

都道府 総面積 1 森林面積 1 乳用牛 2 肉用牛 2 豚 2 採卵鶏 2 肉用若 家畜衛生 平地

面積 4 家畜衛生県 (ha) (ha) (頭) (頭) (頭) (千羽) 鶏 2(千羽) 単位 3(U) 当たり家畜衛生単位(U仙a) 単位

当たり平地面積の全国平均との比北海道 7,842,006 5,538,469 826,800 538,600 573,300 73,6

37 4,444 2,260,870 0.98 1.3鹿児島 918,780 590,451 16,800 367,900 1,

340,000 9,665 19,214 941,490 2.87 3.8宮崎 773,478 589,208 16,0

00 293,200 914,500 397 18,388 679,950 3.88 5.1岩手 1,527,877 1,174,

467 47,600 112,900 437,500 4,903 15,409 451,120 1.28 1.7茨城 6

09,569 189,330 30,900 56,800 659,200 12,598 1,233 357,850 0.85 1.1全国 37,288,700 25,096,987 1,484,000 2,892,000 9,899,000 178,208 107,141

9,209,290 0.76 1.01林野庁:都道府県別森林率 ･人工林率 (平成
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